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岩教組青年部では、１月４日～７日まで３泊４日の日程で、ヒロシマ平和の旅を行いました。初参加

者を対象に各支部から１９人の青年が広島を訪れ、「『平和』とは何か」を旅のテーマにし、学習と交流

を深めました。

1日目は、広島平和記念資料館の見学、２日目は、平和記念公園内
のフィールドワークと実際に被爆した方の証言を聞きました。３日目

は、大久野島に渡り、当時毒ガス工場で働いていた方の証言を聞いた

後、毒ガス研究所の方に案内していただき、島内の毒ガス資料館の見

学や毒ガス工場跡のフィールドワークをしました。４日目は、福山市

まで移動し、平和人権資料館の見学をし、旅のまとめを行いましまし

た。

被爆証言や毒ガス工場で製造に携わっていた方からの証言は、被害と加害の両面を学ぶ機会となりま

した。大久野島でのフィールドワークや福山市の平和人権資料館では、今なお続く戦争のつめ跡や差別

の実態を知りました。また、平和記念公園内のフィールドワークの案内をしていただいた広島県教組の

青年部の方からは、広島県で平和教育ができにくくなっているという教育現場にかけられている攻撃や、

その中で行っている子どもたちとともに平和を考える取り組みについて聞くことができました。

参加者からは「『戦争を支えてきたものは差別』という言

葉が印象的だった。平和は差別のある社会ではありえないと

感じた」「教育の影響力の大きさと大切さを改めて感じた」

「今回の旅で知り得た事実を周りの人たちに知らせること

も１つの平和運動なのだと知った。ぜひ、実践していきたい」

「教育に携わる一人の人間として真実（本質）を追求できる

力を高めていきたいと改めて感じた。そして、教え子を二度

と戦争に送ってはいけないと強く思った」といった感想が寄

せられました。今後も「平和」とは何かを常に自分自身に問

い続けていこうと決意を新たにできた旅となりました。

日　時　２００９年３月２０日（金・春分の日）１０：３０～１２：３０

会　場　岩手教育会館　大ホール

主　催　同実行委員会（事務局団体：平和憲法を守る県民懇談会）

講　演　西谷文和さん（イラクの子どもを救う会代表、

「報道されなかったイラク戦争」著者）

講演終了後はピースパレード！



２月２１日（土）～２７日（金）

①１０：４５～　②１８：３０～　みやこシネマリーン

前売り　大人８００円、中高大生４００円

岩手高教組主催の「戦中・戦後のくらし展」を１月２４日（土）・２５日（日）、イオンモール盛岡で開催し

ました。今回で３０回を迎えますが、戦時の軍装品のほかに、当時の教科書、生活用品などを展示しました。

なかでも、金ヶ崎に不時着した海軍機「彗星」の機体実物の展示は大きな注目を集めました。

「くらし展」は、県内各地で毎年開催しており、その都度各地の戦争遺

跡や写真などの発掘にもとりくんでいます。今年は盛岡会場で、盛岡の戦

跡や、盛岡地区の高校の戦時中の様子についてもパネルで展示し、好評を

得ました。

「くらし展」は、「見て・ふれ

て・考える」をテーマにしており、

貴重な品に直接触れることがで

きます。今回は約１，３００人の来場者があり、幅広い世代にご覧

いただきました。

展示を見ていたある小さな子どもが「こんなことがもう起こらな

ければいいね」と母親に話しかけており、平和の大切さを伝えるこ

とができたと思います。

07年夏から県内各地で上映運動に取り組んだ映画「日本の青空」。これまで
に 20市町村で 7,373人が鑑賞しました。「岩手の会」では製作委員会よりＤＶ
Ｄを購入し、各地域・組織に無料で貸し出ししています。

○『とうわ九条の会』では毎月学習会を行っており、今月の学習会は 10
日に「日本の青空」ＤＶＤを東和図書館にて観賞しました。

（07年 11月に上映会をしましたが、とても見ごたえがあり好評だったの
で再上映することに）

○宮古市では、08年 1月の上映会を主催した『宮古上映実行委員会』が
再度集まり、今回は映画館で 1週間・1日 2回上映します。前回上映の益
金も活用しながら、300人を目標に実行委員会で配券し、市の広報にも掲
載するなどしてお知らせしている最中です。

　

◆ＤＶＤ貸し出し希望の方は、表面右上の連絡先まで。上映１２３分、貸し出しは無料、１週間程度で

返却お願いします。


